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秋になり例年より早めの風邪やインフルエンザ、新型コロナウイルスなどの病原菌が活

発になる時期がやってきています。感染症対策を実施して学校では感染拡大を防いでいき

たいと思っています。引き続きご家庭での朝の健康観察にご協力いただけると幸いです。 

感染症にかかった場合は医師の証明書を学校へご提出ください。受診の際にお知らせ

〈感染症〉をお持ちいただくと再来診しなくて済む場合がありますので、証明書（感染

症）と季節性インフルエンザ診断報告書・登校報告書を保険証や子ども医療証と一緒に保

管しておくことをお勧めいたします。 

【解熱剤を使用した際の注意点】 

季節の変わり目や感染症の流行期には、お子様が突然発熱することがあります。 

熱が出て解熱剤を飲んで登校した場合、学校にいる間に薬の効果が切れて再び急激に熱

が上がってしまうことがあります。 

薬で下げた熱は注意が必要です。 

解熱剤は一時的に熱を下げるものであり、病気そのものを治すものではありません。 

そして解熱とは、解熱剤を最後に使ってから２４時間（できれば４８時間）一度も平熱

を超えないことです。 

熱が出た際はお子さまが学校へ行きたいと言っても、学校で急に熱が出てしまいお子さ

ま自身が一番つらい思いをしてしまうことをお伝えしていただけるとありがたいです。 

 

姿勢を正しくしましょう 

今月の保健目標 


